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第３次刈谷市環境基本計画の策定について 
 

１ 第３次刈谷市環境基本計画策定の目的 

平成 17 年(2005 年)３月に刈谷市環境基本条例に基づく刈谷市環境基本計画を策定し、

その環境基本計画の第２次計画期間として、平成 27 年度～令和６年度を「持続可能な環境

をみんなで紡ぐ産業文化都市」を目標に掲げて取組を進めてきた。 

第２次計画期間が令和６年度をもって終了することに伴い、社会情勢の変化や環境に関

する新たな国際的潮流などを踏まえ、環境政策の中長期的な方向性を示すための新たな計

画を策定するものである。 

 

２ 計画策定の方針 

「第３次刈谷市環境基本計画」は、「第８次刈谷市総合計画」に掲げる将来都市像『人が

輝く 安心快適な産業文化都市』の実現に向け、環境面における指針となるものである。 

第２次計画策定以降の社会情勢の変化を的確にとらえ、国や県の環境基本計画を踏まえ

つつ、市の関連する計画との整合を図りながら、第３次計画を策定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の位置付け 

 

３ 計画の期間 

令和７年(2025 年)度から令和 16 年(2034 年)度までの 10 年間とする。 

 

４ 計画策定のポイント 

・市民、ＮＰＯ、事業者等の意見を把握し、計画に反映する。 

・刈谷市の地域特性を生かしつつ、生物多様性地域戦略の位置づけを持つ計画とする。 

・数値目標を掲げ、年次報告書を作成し、進捗状況を定数的に管理するものとする。 

 

５ 改定スケジュール 

（令和５年度） 

・市民及び事業者・団体については、アンケート調査、一部事業者等に対する聞き取り調査

を行うとともに、庁内関係部署を交えて現行計画の評価を実施する。 

・アンケート調査、現行計画の評価等の結果及び第３次刈谷市環境基本計画策定に向けた検

討状況などを適宜「刈谷市環境審議会」（２回を想定）に諮問し、答申をいただきつつ、

計画の骨子案を作成する。 

国・県 刈谷市 

環境基本法 

環境基本計画 

（国・県） 
刈谷市環境基本計画 

刈谷市環境
基本条例 

刈谷市 
総合計画 

刈谷市の関連計画 

・刈谷市都市計画マスタープラン 
・刈谷市環境都市アクションプラン 
・刈谷市緑の基本計画 
・刈谷市一般廃棄物処理基本計画 
・刈谷市住宅マスタープラン 
・刈谷市都市交通戦略    等 
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（令和６年度） 

・庁内での検討を踏まえ計画素案を作成し、パブリックコメントにより市民からの意見を募

集、反映した計画を策定する。 

・計画素案の作成、パブリックコメントの実施等、適宜「刈谷市環境審議会」（３回を想定）

に諮問し、答申をいただきながら、第３次刈谷市環境基本計画を策定する。 
  

業務内容 主な調査・検討項目 
令和５年度 令和６年度 

7 8 9 10 11 12 1 2 3  

⑴現況調査 

①基礎調査          
 

②現行計画の評価           

③市民アンケート     
調査 

実施 

集計

分析 

    

④事業者アンケー

ト 
    

ﾋｱﾘ

ﾝｸﾞ 
  

 

⑵課題整理 
将来像、政策の方向

性、未来のイメージ 
         

 

⑶環境指標と

目標の作成 

計画評価指標、取組

進捗管理指標 
         

 

⑷施策の提

示・体系化 

施策体系と具体の

施策 
         

 

⑸計画骨子案

の作成 

計画書の基本構

成・内容 
         

パブリック 

コメント 

⑹会議の運営

支援 
環境審議会    ●    ●  

３回開催予定 

（6,10,1 月） 

 

６ 市民意識調査、事業者意識調査・ヒアリング調査の対象者及び設問設定の方針 

（１） 刈谷市の環境に関する市民意識調査（資料２－１） 

・調査対象者：無作為抽出した 18 歳以上の市民 1,000 人 

（２） 刈谷市の環境に関する事業者（団体）調査・ヒアリング調査（資料２－２） 

・調査対象者：市内に拠点を置く事業者 300 団体（本社・支社及び事業規模は問わない） 

（３）設問設定の方針 

・市民・事業者の意識・行動の変化を把握し、現行計画における市の取組評価を行う。 

・国の調査と同じ項目を質問し、平均値（国全体）に対する刈谷市の現況を把握する。 

・カーボンニュートラルや生物多様性等新たな環境問題のテーマに対する意識を把握す

る。 

・第３次基本計画の将来像や施策の検討に必要な市民意見を把握する。 

・市民・事業者による積極的な行動を促す要因を把握する。 

 

 

調査票作成等

準備 

目次案 

構成検討 

骨子案作成 
アンケート実施

内容の確定 
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刈谷市の環境に関する市民意識調査 

 日頃から刈谷市の環境行政にご理解とご協力をいただき、心よりお礼申し上げます。 

 本市では、環境の保全に関する施策等を総合的かつ計画的に進めるために、「第３次刈谷市環境基本計

画」の策定に取り組んでおります。 

 この調査は、市民の皆さんの環境に関する取組やご意見を踏まえて、計画の改定を進めるために実施す

るものです。 

 お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 
   

令和 5年１１月 

刈谷市 産業環境部 環境推進課 

 

 

１．この調査では、市民の方々から無作為に 1,000人を選び、調査票をお送りしました。 

２．無記名方式で行いますので、調査票や返信用封筒にお名前やご住所等を記入する必要はありません。 

３．ご記入いただいた調査票は統計的に処理し、計画改定の基礎資料として活用します。なお、この調査結果

は市のホームページなどで公表します。 

４．この調査以外の目的で使用することや、個人あるいは個々の調査票を公表することはありません。 

 

①webでの回答又は②アンケート調査票（紙面）に記入のいずれかでの回答をお願いします。 

送付しました封筒の宛名のご本人に回答をお願いします。 
 
 

 

右のQRコードまたは下記アドレスのアンケート回答フォームより回答ください。 

URL http:○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 
 
 
 
 
 

１．次ページからのアンケート調査票に濃い鉛筆か、黒または青のボールペンで回答をご記入ください。 

２．回答方法の多くは、選択肢の中から当てはまるものを選び、番号に○印をつけていただくものです。

「その他」を選んだ場合は（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

３．ご記入された調査票は、同封の返信用封筒に入れて（切手は不要です）ご投函ください。 
 
 
 
 

   令和５年１１月○○日（○）までにweb上でご回答又はご投函ください。 
 

                    【お問い合わせ先】 

                     刈谷市 産業環境部 環境推進課 

                     〒448-8501 刈谷市東陽町 1丁目 1番地 

                     Tel：0566-62-1017 

    刈谷市環境キャラクター  

対象者の抽出方法と個人情報の取り扱いについて 

① webで回答する場合 

② アンケート調査票に記入する場合 

資料 ２-１ 
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１．環境問題への意識や関心についてお聞きします 
 

問１ あなたは、近年の環境の状況については、どのような実感をお持ちですか。 

①地域レベル（住まい周辺や市内でみて）、②国レベル（日本全体でみて）、③地球レベル（世界全

体でみて）で、あなたの気持ちに最も近いところに○をつけてください。（○はそれぞれ 1つ） 

①地域レベル ②国レベル ③地球レベル 

 １ 良くなっている 

 ２ やや良くなっている 

 ３ 変わらない 

 ４ やや悪化している 

 ５ 悪化している 

 １ 良くなっている 

 ２ やや良くなっている 

 ３ 変わらない 

 ４ やや悪化している 

 ５ 悪化している 

 １ 良くなっている 

 ２ やや良くなっている 

 ３ 変わらない 

 ４ やや悪化している 

 ５ 悪化している 

 

問２ あなたは、現在どのような環境問題に関心がありますか。次のなかで、関心のある環境問題を選び

○をつけてください。（○はいくつでも） 

気候変動 
１ 地球温暖化 ２ 異常気象（台風、集中豪雨） 

３ 都市の中心部で気温が高くなる現象（ヒートアイランド現象） 

公害 

４ 大気汚染 ５ 黄砂 

６ 微小粒子状物質(PM2.5) ７ 騒音・振動 

８ 悪臭 ９ 水質汚濁 

10 土壌汚染 11 地盤沈下 

ごみ処理 

12 廃棄物の発生量増加 13 不法投棄など廃棄物の不適正処理 

14 廃棄物の最終処分場のひっ迫 15 フードロス 

16 マイクロプラスチック等による海洋汚染 

17 ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染 

生物 
多様性 

18 人々の生活の身近にある自然の減少 19 野生生物や希少な動植物の減少や絶滅 

20 原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少 

上記以外
の環境問
題 

21 森林の減少 22 オゾン層の破壊 

23 酸性雨 24 砂漠化 

25 事故由来放射性物質による環境汚染 

その他 26 その他（                                 ） 
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問３ 問２の項目のなかで、刈谷市（市民、事業者、行政等）において重点的に取り組むべきだと思う環

境問題はどれだと思いますか。（○はいくつでも） 

気候変動 

 

１ 地球温暖化 ２ 異常気象（台風、集中豪雨） 

３ 都市の中心部で気温が高くなる現象（ヒートアイランド現象） 

公害 

４ 大気汚染 ５ 黄砂 

６ 微小粒子状物質(PM2.5) ７ 騒音・振動 

８ 悪臭 ９ 水質汚濁 

10 土壌汚染 11 地盤沈下 

ごみ処理 

12 廃棄物の発生量増加 13 不法投棄など廃棄物の不適正処理 

14 廃棄物の最終処分場のひっ迫 15 フードロス 

16 マイクロプラスチック等による海洋汚染 

17 ダイオキシンなどの有害な化学物質による環境汚染 

生物 
多様性 

18 人々の生活の身近にある自然の減少 19 野生生物や希少な動植物の減少や絶滅 

20 原生林や湿地帯などといった手つかずの自然の減少 

上記以外
の環境問
題 

21 森林の減少 22 オゾン層の破壊 

23 酸性雨 24 砂漠化 

25 事故由来放射性物質による環境汚染 

その他 26 その他（                                 ） 

 

問４ 以下の既存生態系に影響を及ぼす「外来生物」で①知っているものはありますか。 

また、これらの外来生物を②刈谷市内で見かけたことはありますか。（○はいくつでも） 

 

①知っている外来生物 ②刈谷市内で見かけたことのある外来生物 

１ ミシシッピアカミミガメ（ミドリガメ） 

２ ブラックバス 

３ ウシガエル 

４ アライグマ 

５ セアカゴケグモ 

６ オオキンケイギク 

７ ヌートリア 

８ スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ） 

９ アメリカザリガニ 

10 その他 具体的に 

 

 

11 どれも知らない 

１ ミシシッピアカミミガメ（ミドリガメ） 

２ ブラックバス 

３ ウシガエル 

４ アライグマ 

５ セアカゴケグモ 

６ オオキンケイギク 

７ ヌートリア 

８ スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ） 

９ アメリカザリガニ 

10 その他 具体的に 

 

 

11 どれも知らない 

※外来生物：海外から我が国に導入されることで、本来の生息地又は生育地の外に存在することになった生物  
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２．本市の環境対策についてお聞きします 
 

問５ あなたは、本市の環境の保全に関する取組をどのように評価しますか。 

次の各取組に対して日頃感じている満足度と重要度について、それぞれ該当する箇所に○をつけ

てください（○は満足度・重要度でそれぞれ１つ）。 

満足度と重要度の評価 
 
 
 
市の取組 

満足度（○は1つずつ） 重要度（○は1つずつ） 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

公害の防止、まちづくりに関する取組         

 (a) 
水環境の保全、下水道対策等の推進 
（雨水浸透や排水の対策、下水道の整備 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (b) 
大気環境の保全 

（大気環境の監視測定、低公害車の普及 等） 
1 2 3 4 1 2 3 4 

 (c) 
まちづくりや交通面における環境配慮 
（環境に配慮した土地利用、渋滞対策 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (d) その他の公害対策等（騒音、振動、悪臭 等） 1 2 3 4 1 2 3 4 

循環型社会の形成に関する取組         

 (e) 
循環型社会の構築 
（リサイクルの推進、ごみの減量化 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (f) 
廃棄物の適正処理の推進 
（分別収集の徹底、不法投棄の防止 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

地球温暖化等の防止に関する取組         

 (g) 
環境に配慮した市民生活の促進 
（省エネ･節水･エコカー利用などの促進 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (h) 
環境に配慮した産業活動･農業の促進 
（工場･事業所などへの指導、農地の保全 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (i) 
エネルギー対策の推進 
（太陽光発電等の導入促進、省エネ製品の普及等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

自然環境の保全および創造に関する取組         

 (j) 
水辺環境の保全 
（生き物に配慮した河川や池沼の整備･保全等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (k) 緑化の推進（沿道緑化、緑地の創出等） 1 2 3 4 1 2 3 4 

 (l) 
自然豊かな公園の整備 
（公園や緑道の整備と維持管理 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

環境教育および環境学習の推進、市民等の自主的活動の推進         

 (m) 
環境教育・学習の推進 
（環境教育の実施、学習教材の製作 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (n) 
連携と取組の組織化 
（市民や団体による環境保全活動の支援 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (o) 
環境関連の情報発信 
（普及啓発、ＨＰでの情報公開 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

気候変動による被害の軽減・適応の取組         

 (p) 
風水害等防災対策の推進 
（ハザードマップの周知・防災訓練 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 

 (q) 
暑熱対策の推進 
（熱中症警戒アラートなどの情報提供 等） 

1 2 3 4 1 2 3 4 
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３．環境問題に対する取り組み状況についてお聞きします 
 

問６ あなたは、以下の「環境に良い取り組み」をどの程度行っていますか。 

それぞれについて、あなたに最も近いものに○をつけてください。（○はそれぞれ１つ） 

  実施状況  現在行っている程度 

い
つ
も
行
っ
て
い
る 

だ
い
た
い
行
っ
て
い
る 

と
き
ど
き
行
っ
て
い
る 

あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い 

全
く
行
っ
て
い
な
い 

設問 

実施率の目処 

10
割
程
度 

７
～
９
割 

４
～
６
割 

１
～
３
割 

０
割
程
度 

日常の生活で節電に気をつけている 1 2 3 4 5 

日常生活においてできるだけごみを出さないようにしている 1 2 3 4 5 

不用品をバザー、フリーマーケット、ガレージセール等のリユー
ス、リサイクルに回している 

1 2 3 4 5 

ごみは地域のルールに従ってきちんと分別して出すようにして
いる 

1 2 3 4 5 

日常の生活で節水に気をつけている 1 2 3 4 5 

生活排水に気をつけている（洗剤使用の適正化、油や食べかすな
どを排水口から流さない等） 

1 2 3 4 5 

買い物の時は、製品の成分表示をチェックして選んでいる 1 2 3 4 5 

物を買うときは環境への影響を考えてから選択している 1 2 3 4 5 

食品を買う時は食品ロスが発生しないよう考えて買っている 1 2 3 4 5 

再生紙などのリサイクル商品を購入している 1 2 3 4 5 

使い捨て商品はなるべく買わないようにしている 1 2 3 4 5 

買い物をするときはエコバッグを持参するようにしている 1 2 3 4 5 

物は修理して長く使うようにしている 1 2 3 4 5 

省エネルギー型の家庭電化製品を選択して購入している 1 2 3 4 5 

外出の際には、なるべく自動車を使わず、徒歩、自転車、電車等
の公共交通機関を利用している 

1 2 3 4 5 

余暇には、自然とふれあうように心がけている 1 2 3 4 5 

地域のリサイクル活動に参加している 1 2 3 4 5 

地域の緑化活動に参加している 1 2 3 4 5 

地域の美化活動に参加している 1 2 3 4 5 

国、地方公共団体が提唱する環境保全活動に協力している 1 2 3 4 5 

環境に対して良いと思うことを人に勧めたり、広めたりしている 1 2 3 4 5 
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問７ 問６にあげた項目について、あなたがより積極的に取り組むためには、どのようなことが必要で

すか。（○はいくつでも） 

１ 大気・水質浄化の状況など、取り組んだ行動の環境保全効果がはっきり分かること 

２ 省エネによる光熱費節約やポイントの獲得など、直接的なメリットがあること 

３ 環境保全のマニュアルやチェックリストなど、取組方法についての資料が手に入ること 

４ 自分達だけでなく、みんなで一緒に取り組む運動として行うこと 

５ 補助金など、支援制度が使えること 

６ 表彰制度など、行動の励みとなるものがあること 

７ スマホアプリなどを利用して、取り組みやイベントについて簡単に情報の入手、参加ができること 

８ その他（                                    ） 

 

問８ 近年、環境に配慮した行動をするようになったきっかけはありますか。（○はいくつでも） 

１ エネルギー価格や物価の上昇などに対する家計の節約 ２ 気候変動や SDGsに関するニュース・報道 

３ 学校や職場等での環境講座などを受けた ４ 環境問題に関するポスター、パンフレット等 

５ 新型コロナウイルスによる活動場所などの変化 ６ 環境配慮行動への補助等の金銭的支援 

７ 特に環境に配慮した行動はしていない ８ その他 具体的に 

 
あ 

 

問９ 環境を守る上で最も重要な役割を担っているのは、どれだと思いますか。（○は１つ） 

１ 市民 ２ 事業者（企業・産業界） 

３ 民間団体（地域団体や環境団体） ４ 地方公共団体（本市など） 

５ 国（政府） ６ その他 具体的に 

７ わからない 
 

問 10 環境保護団体（NGO,NPO）や地域の団体（自治会など）の環境保全に関する活動に①取り組んだこ

とがありますか。また、②今後取り組みたいと思いますか。（○はそれぞれ１つ） 

「取り組んだことがある」「取り組みたい」場合は、活動領域をお答えください。（○はいくつでも） 

①これまでの経験 ②今後の意向 

１ 取り組んだことがある 

２ 取り組んだことはない 

１ 取り組みたい 

２ 取り組みたくない 

１の方は【活動領域】を下記より選んで下さい 
(○はいくつでも) 

１ 森林の保全・緑化 

２ 自然保護 

３ 大気環境保全 

４ 水環境保全 

５ リサイクル・廃棄物 

６ 消費・生活 

７ 環境教育・学習 

８ 地域環境管理 

９ 地球温暖化防止 

10 生物多様性の保全 

11 その他（                ） 

１の方は【活動領域】を下記より選んで下さい 
(○はいくつでも) 

１ 森林の保全・緑化 

２ 自然保護 

３ 大気環境保全 

４ 水環境保全 

５ リサイクル・廃棄物 

６ 消費・生活 

７ 環境教育・学習 

８ 地域環境管理 

９ 地球温暖化防止 

10 生物多様性の保全 

11 その他（                ） 
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問 11 あなたのご自宅では、太陽光発電設備を設置していますか。（○は１つ） 

１ 設置している ２ 設置していない 

３ 集合住宅なので設置できない ４ わからない 

 

問 12 あなたのご家庭では、以下の次世代自動車を持っていますか。（○はいくつでも） 

１ プラグインハイブリッド自動車（PHV） ２ ハイブリッド自動車（HV） 

３ 燃料電池自動車（水素自動車、FCV） ４ 電気自動車（EV） 

５ 次世代自動車を保有していない 

 

問 13 環境問題に対する以下のような考えや意見について、あなたの考えや意見に最も近いものに○を

つけてください。（○はそれぞれ１つ） 

 

大
変
そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い 

全
く
そ
う
は
思
わ
な
い 

環境保全の取組を進めることは、経済の発展につながる。 1 2 3 4 

日常生活における一人ひとりの行動が、環境に大きな影響を及ぼしている。 1 2 3 4 

大量消費・大量廃棄型の生活様式を改めることは重要である。 1 2 3 4 

環境に配慮した製品やサービスを選ぶことは重要である。 1 2 3 4 

地域の人たちが協力して、その地域の環境保全活動に取り組むことは地域コミュニ
ティの活性化にもつながるので重要である。 

1 2 3 4 

大人にも子どもにも、環境保全について理解を深めるための環境教育や環境学習は
重要である。 

1 2 3 4 

環境に関わる情報を分かりやすく、効率的・効果的に提供することは重要である。 1 2 3 4 

行政が環境保全に関する施策を進めるに当たっては、施策を考える段階から、市民
も積極的に参加できるようにする必要がある。 

1 2 3 4 
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問 14 環境分野で、市が今後どのようなまちになるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

１ 空気がきれいなまち ２ 川や池がきれいなまち 

３ 静けさのあるまち ４ 化学物質や放射性物質などから安全なまち 

５ 不法投棄やポイ捨てのない美しいまち ６ ごみの減量とリサイクルに市民が率先して取り組むまち 

７ 省エネルギーに取り組むまち ８ 太陽光などの再生可能エネルギーを積極的に利用するまち 

９ 最先端技術で環境保全の先駆けとなるまち 10 事業所が積極的に環境に配慮して事業活動を営むまち 

11 緑が豊かなまち 12 自然と親しみ、生き物と共生するまち 

13 環境について学んだり、環境保全活動に参加したりする機会の多いまち 

14 二酸化炭素排出の少ない地球にやさしいライフスタイルが浸透したまち 

15 気候変動による影響にも適応できる強靭で安全なまち 

16 その他（                                         ） 

 

４．市へのご意見・ご要望についてお聞きします。 
 

問 15 市の環境について日頃感じていること、市の環境行政に対する意見・要望など、自由にご記入ください。 

 

 

５．あなたご自身のことについてお聞きします。 
 

問 16 性別（○は１つ） 

１ 男性 ２ 女性 

 

問 17 年齢（○は１つ） 

１ 18～29歳 ２ 30～39歳 ３ 40～49歳 

４ 50～59歳 ５ 60～69歳 ６ 70歳以上 

 

問 18 居住地域（○は１つ） 

１ 刈谷南 
港町、天王町、元町、御幸町、富士見町、大正町、衣崎町、浜町、中川町、中島町、田町、松坂町、住吉町、
幸町、下重原町、重原本町、一色町、中山町、城町、司町、銀座、広小路、新栄町、寿町、東陽町、高松町、
大手町、南桜町、若松町及び神田町 

２ 刈谷東 
相生町、桜町、八軒町、朝日町、昭和町、丸田町、神明町、原崎町、矢場町、高倉町、山池町、高津波町、三
田町、逢妻町、熊野町、八幡町、宝町、寺横町、豊田町、中手町、日高町、稲場町、小山町、新富町、池田町、
東新町、広見町及び一番町 

３ 富士松 井ケ谷町、東境町、西境町、今川町、今岡町及び一里山町 

４ 雁が音 泉田町、築地町、一ツ木町、恩田町、青山町及び新田町 

５ 依佐美 
小垣江町、荒井町、高須町、半城土中町、半城土北町、半城土西町並びに半城土町のうち東田、塩田、大下馬、
三ツ又、乙本郷、西裏、本郷、森下、掛貝、大湫、山ノ腰、北十三塚、大組、生出の一部、西十三塚、高林の
一部、西新池の一部及び六ツ呑 

６ 朝日 
野田町、板倉町、松栄町、東刈谷町、末広町、沖野町、野田新町、南沖野町、場割町及び半城土町（依佐美中
学校区を除く。） 
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刈谷市の環境に関する事業者（団体）調査 

 日頃から刈谷市の環境行政にご理解とご協力をいただき、心よりお礼申し上げます。 

 本市では、環境の保全に関する施策等を総合的かつ計画的に進めるために、「第３次刈谷市環境基本計

画」の策定に取り組んでおります。 

 この調査は、事業者（団体）の皆さまの環境に関する取組やご意見を踏まえて、計画の改定を進めるため

に実施するものです。 

 お忙しいところ恐れ入りますが、ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 
 

令和５年 11月 

刈谷市 産業環境部 環境推進課 

 

 

１．この調査では、市内に拠点を置く事業者（団体）（本所・支所や事業規模等を問わない）より対象者を

選出して調査票をお送りしています。 

２．ご記入いただいた調査票は統計的に処理し、計画改定の基礎資料として活用します。なお、この調査

結果は市のホームページなどで公表します。 

３．この調査以外の目的で使用することや、個々の調査票を公表することはありません。 

 
 
 

①webでの回答又は②アンケート調査票（紙面）に記入のいずれかでの回答をお願いします。 

送付しました封筒の宛名のご本人に回答をお願いします。 
 
 

 

右のQRコードまたは下記アドレスのアンケート回答フォームより回答ください。 

URL http:○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 
 
 
 
 
 

１．次ページからのアンケート調査票に濃い鉛筆か、黒または青のボールペンで回答をご記入ください。 

２．回答方法の多くは、選択肢の中から当てはまるものを選び、番号に○印をつけていただくものです。

「その他」を選んだ場合は（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

３．ご記入された調査票は、同封の返信用封筒に入れて（切手は不要です）にご投函ください。 
 
 

   令和５年１１月○○日（○）までにweb上でご回答又はご投函ください。 
 

                    【お問い合わせ先】 

                     刈谷市 産業環境部 環境推進課 

                     〒448-8501 刈谷市東陽町 1丁目 1番地 

                     Tel：0566-62-1017 

    刈谷市環境キャラクター  

対象者の抽出方法と個人情報の取り扱いについて 

① webで回答する場合 

② アンケート調査票に記入する場合 

資料 ２-２ 
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１．環境問題への意識や関心についてお聞きします 
 

問１ 貴組織では、環境問題あるいは環境保全への取組は、全般的にどのような影響があるとお考えで

すか。（○はいくつでも） 

１ 将来にわたって大きなビジネスチャンスとなる 

２ コストを引き上げる要因となるが、将来的には競争力を増していく 

３ 事業活動の制約状況となるが、必須条件であり取り組まざるを得ない 

４ コストを引き上げる要因となり、好ましくない 

５ その他（                                         ） 

 

 

問２ 貴組織では、次のような環境保全活動の推進のための取組を実施していますか。 

（○はそれぞれ１つ） 

 既に実施 

している 

現在検討中

である 

今後取り組

む予定 

特に考えて 

いない 

所有地の緑化 1 2 3 4 

地域の美化運動への参加 1 2 3 4 

技術移転等の国際協力 1 2 3 4 

海外事業活動・貿易等での環境配慮 1 2 3 4 

職員の環境教育、環境保全活動等 1 2 3 4 

環境保全のための投資拡充 1 2 3 4 

環境保全のための技術開発 1 2 3 4 

行政の環境保全施策への協力 1 2 3 4 

社会的責任投資（SRI） 1 2 3 4 

環境報告書の作成・公表 1 2 3 4 

環境会計の導入 1 2 3 4 

※「社会的責任投資（SRI）」：投資主体が通常の財務分析による投資判断だけでなく、社会、環境、コーポレート・ガバナン

スなどの非財務要素を評価に加え投資行動をとること。 

※「環境報告書」：事業者が事業活動に関わる環境情報により、自らの事業活動に伴う環境負荷及び環境配慮等の取組状況を、

環境報告の一般原則等に則り、総合的かつ体系的にとりまとめたもの。「サステナビリティ報告書」や「社会・環境報告書」、

「CSR 報告書」を含む。 

※「環境会計」：企業等が、社会との良好な関係を保ちつつ環境保全への取組を効率的かつ効果的に推進することを目的に、

事業活動における環境保全のためのコストとその活動により得られた効果を認識し、可能な限り定量的（貨幣単位又は物

量単位）に測定する仕組み。  
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問３ 貴組織では、環境ビジネス※の推進のための取組を実施していますか。 

（○はそれぞれ１つ） 

１ 既に実施している 

２ 現在検討中である  ⇒問４へお進みください 

３ 今後取り組む予定 

４ 特に考えていない  ⇒問５へお進みください 

※「環境ビジネス」：環境保全に資する技術、製品、サービス等を提供するビジネス 

 

 

問４ （問３の環境ビジネスの項目で１～３を選択した方にお聞きします）貴組織が、環境ビジネスに取

り組む上での課題は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 現状の市場規模では採算が合わない 

２ 消費者やユーザーの意識・関心がまだ低い 

３ 行政の支援が十分にない 

４ 関連する情報が十分に入手できない 

５ 技術開発や設備、人材等の経営資源の追加的な投資を考えると、リスクが高い 

６ アイデアやノウハウが不足している 

７ 特に問題はない 

８ その他（                                         ） 

 

 

 

問５ 貴組織では、環境マネジメントシステムの構築等の取組を実施していますか。（○は１つ） 

１ 構築・運用している ⇒問６へお進みください 

２ 構築・運用を予定している 

３ 構築・運用していない 

 

問６ 貴組織で運用している環境マネジメントシステムはどのようなものですか。（○はいくつでも） 

１ ISO14001 ２ エコアクション 21 

３ 地域版の環境マネジメントシステム（KES等） ４ エコステージ（ステージ２以上） 

５ その他第三者が認証する環境マネジメントシステム 

 

問７ 貴組織では、事業エリア内における環境負荷データを把握していますか。（○は１つ） 

１ 把握している   ⇒問８へお進みください 

２ 把握していない  ⇒問９へお進みください 

  

⇒問７へお進みください 
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問８ 貴組織では、どのような環境負荷データを把握していますか。（○はいくつでも） 

１ 総エネルギー投入量またはエネルギー効率 ２ 温室効果ガス排出量（総量） 

３ 温室効果ガス排出量（原単位）  ４ 総排水量 

５ 化学物質排出量・移動量   ６ 廃棄物等総排出量 

７ グリーン購入実施額または率   ８ その他（                  ） 

※「温室効果ガス排出量（総量）」とは排出量合計、「温室効果ガス排出量（原単位）」とは活動（売上高、生産高等）あたり

の排出量を指します。 

※「グリーン購入」とは、製品やサービスを購入する際に、環境を考慮して、必要性をよく考え、環境への負荷ができるだけ

少ないものを選んで購入することです。 

 

問９ 貴組織が取り組んでいる様々な環境対策、環境汚染物質、廃棄物等の環境負荷などについて、 

行政・市民等へ情報提供を行っていますか。（○は１つ） 

１ 情報提供を積極的に行っている 

２ 現在は情報提供を行っていないが、今後実施する予定である 

３ 情報提供を行う必要はないと考えている 

 

問 10 事業所外の地域における環境保全活動について、①貴組織がこれまでに取り組んだことのある活

動と、②今後参加したり協力しても良いと思われる活動の領域と内容は何ですか。 

（○はいくつでも） 

①これまでに取り組んだこと ②今後取り組みたいこと 

【活動領域】 

１ 森林の保全・緑化 

２ 自然保護 

３ 大気環境保全 

４ 水環境保全 

５ リサイクル・廃棄物 

６ 消費・生活 

７ 環境教育・学習 

８ 地域環境管理 

９ 地球温暖化防止 

10 生物多様性 

11 取り組んだことはない 

12 その他（                               ） 

【活動領域】 

１ 森林の保全・緑化 

２ 自然保護 

３ 大気環境保全 

４ 水環境保全 

５ リサイクル・廃棄物 

６ 消費・生活 

７ 環境教育・学習 

８ 地域環境管理 

９ 地球温暖化防止 

10 生物多様性 

11 取り組みたいことはない 

12 その他（                               ） 

【活動内容】 

１ 環境保全に関する組織・会合への参加 

２ 環境対策に関する技術支援、共同開発 

３ 環境保全活動に対する人的支援 

４ 環境保全活動に対する費用の支援（寄付等） 

５ 子ども向けの環境教育・学習の実施、支援 

６ 一般向けの環境教育・学習の実施、支援 

７ その他（                               ） 

【活動内容】 

１ 環境保全に関する組織・会合への参加 

２ 環境対策に関する技術支援、共同開発 

３ 環境保全活動に対する人的支援 

４ 環境保全活動に対する費用の支援（寄付等） 

５ 子ども向けの環境教育・学習の実施、支援 

６ 一般向けの環境教育・学習の実施、支援 

７ その他（                               ） 
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問 11 本市や愛知県、国では、環境の取り組みを行っている事業所への認定・登録制度等があります。 

貴組織では、下記の認定・登録制度等に認定・登録などをされていますか。（○はそれぞれ１つ） 

 
既に認定・登

録済みである 

現在検討中で

ある 

今後取り組む

予定 

分からない 

知らない 

かりや eco事業所認定制度（刈谷市） 

 

1 2 3 4 

あいちＣＯ2削減マニフェスト 2030 

（愛知県） 

1 2 3 4 

自動車エコ事業所認定制度（愛知県） 

1 2 3 4 

あいち生物多様性企業認証制度 

（愛知県） 

1 2 3 4 

あいち生物多様性サポーターズ 

（愛知県） 

1 2 3 4 

環境省の国民運動への賛同登録 

（COOL CHOICEや 

 デコ活など） 1 2 3 4 

各制度等の詳細については、表中の QR コードから HP をご覧ください  
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問 12 環境を守る上で最も重要な役割を担っているのは、どれだと思いますか。（○は１つ） 

１ 市民 ２ 事業者（企業・産業界） 

３ 民間団体（地域団体や環境団体） ４ 地方公共団体（本市など） 

５ 国（政府） ６ その他（                  ） 

７ わからない 

 

問 13 貴組織は、環境保護団体（NGO,NPO）や地域の団体（自治会など）の環境保全に関する活動等に 

参加したり、協力したりしたことがありますか。（○は１つ） 

１  はい   ⇒問 14へお進みください 

２  いいえ  ⇒問 15へお進みください 

 

問 14 貴組織は、環境保護団体や地域の団体と以下のどれに当てはまるような活動、行動をしたことが

ありますか。（○はいくつでも） 

１ 環境保全を目的に、団体の定期的な会合に出席したり、協働して主体的な活動を行ったりしている 

２ 団体のメンバーとして会費を支払っている 

３ 環境保全を目的として、団体に金銭・物品の寄付をしたことがある 

４ 団体が主催する、環境保全に関わる講習会やイベントに参加したことがある 

５ その他（                                         ） 

 

問 15 貴組織にとって環境に関する取り組みを行うことのメリットは何だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

１ 企業・事業所そのものの PRにつながる ２ エネルギーや物品等のコスト削減につながる 

３ 新たな商品やサービスの開発につながる ４ 商品やサービスの付加価値につながる 

５ その他（                                         ） 

 

問 16 貴組織で導入している環境関連の設備は何ですか。（○はいくつでも） 

１ 太陽光発電設備 ２ 太陽熱利用設備 

３ 風力発電設備 ４ コジェネレーションシステム 

５ 次世代自動車（ハイブリッド車除く） ６ 自動車用の充電設備 

７ グリーンカーテン ８ 敷地内の緑化、建築物の緑化 

９ 照明の LED化 10 排水処理設備 

11 集塵装置 12 排ガス処理装置 

13 脱臭装置 

14 その他（                                         ） 

  

前 
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問 17 事業活動の一環または社会貢献活動として環境のために取り組んでいることで、特に積極的に行

っていることや市民等と連携していることについて詳しく教えてください。 

 

 

 

 

 

 

２．今後の刈谷市の環境 
 

問 18 環境分野で、市が今後どのようなまちになるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

１ 空気がきれいなまち 

２ 川や池がきれいなまち 

３ 静けさのあるまち 

４ 化学物質や放射性物質などから安全なまち 

５ 不法投棄やポイ捨てのない美しいまち 

６ ごみの減量とリサイクルに市民が率先して取り組むまち 

７ 省エネルギーに取り組むまち 

８ 太陽光などの再生可能エネルギーを積極的に利用するまち 

９ 最先端技術で環境保全の先駆けとなるまち 

10 事業所が積極的に環境に配慮して事業活動を営むまち 

11 緑が豊かなまち 

12 自然と親しみ、生き物と共生するまち 

13 環境について学んだり、環境保全活動に参加したりする機会の多いまち 

14 二酸化炭素排出の少ない地球にやさしいライフスタイルが浸透したまち 

15 気候変動による影響にも適応できる強靭で安全なまち 

16 その他（                                         ） 

 

問 19 貴組織が環境保全活動に、より積極的に取り組んでいただくためにはどのようなことが必要です

か。（○はいくつでも） 

１ それぞれの行動による環境保全効果が目に見える形でわかること 

２ それぞれの行動によるコストダウンなど直接的効果が目に見える形でわかること 

３ 環境保全のマニュアルやチェックリストなどの取組方法についての資料が手に入ること 

４ 企業単位だけでなく、組織的に取り組む運動として行うこと 

５ 補助金など、支援制度が使えること 

６ 表彰制度や市による広報など、行動の励みとなるものがあること 

７ その他（                                         ） 
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３．市へのご意見・ご要望など 
 

問 20 市の環境について日頃感じていること、市の環境行政に対する意見・要望など、自由にご記入く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

４．貴事業者（団体）について 
 

問 21 業種 

１ 建設業 ２ 製造業 ３ 電気・ガス・水道業 

４ 運輸業・郵便業 ５ 情報通信業 ６ 卸・小売業、飲食店 

７ 金融・保険業 ８ サービス業 ９ その他（             ） 

 

問 22 従業員数 

１ 0～20名 ２ 21～50名 ３ 51～100名 

４ 101～300名 ５ 301～1,000名 ６ 1,001名～ 

 

問 23 資本金 

１ 1千万円未満 ２ 1千万円以上 1億円未満 ３ 1億円以上 10億円未満 

４ 10億円以上 

 

問 24 事業所の建物の形態 

１ 自社ビル・オフィス ２ 賃貸・テナント ３ 工場 

４ その他（                                         ） 

 

問 25 先進的な取組などをされている事業者（団体）様には、お話をうかがい、取組についてＰＲした

いと考えております。差し支えなければ、貴事業者（団体）名、記入された方のお名前とご連絡先

を教えて下さい。 

貴事業者（団体）名  

ご記入者所属部署  

ご記入者のお名前  

ご連絡先(TEL)  
 


